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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨   

 福島県のオリジナル酒造好適米品種「夢の香」は、良質な酒造好適米であり2000年から奨励品種に採用

する。本品種の品質と収量が安定する施肥法について検討した。 

(1) 基肥が多いほど茎数確保はし易いが10a当たり基肥６kgで、必要な茎数は確保できる。 

(2) 穂数は総窒素量の増加するほど増加する。穂数確保には10a当たり総窒素８kg程度が必要である。 

(3) 収量は多肥ほど穂数の増加により増収する。「夢の香」はいずれの施肥法でも「五百万石」並から以上

の収量である。しかし、検査等級は総窒素が10a当たり８kgまでは１等となったが、10kgでは２等である。 

(4) 「夢の香」は「五百万石」より粒厚2.0mm以上の割合が高い。施肥法間では出穂11日前追肥区で粒厚が

厚くなる。しかし、整粒と心白粒を合わせた割合は、出穂18日前追肥区が高い。また、玄米蛋白含有率は

10a当たり基肥が６kgでは、出穂18日前追肥区が11日前追肥区より低下する｡ 

(5) 品質を維持しつつ、収量を安定させるには追肥時期が重要である。「五百万石」より倒伏しにくいので、

遅れないように幼穂形成期の追肥を実施する。 

 

 ２ 期待される効果 

 施肥量を「五百万石」並に抑え、幼穂形成期の追肥を基本とすることで、玄米品質を維持し、蛋白質含有

率を低くることができ、優良なオリジナル酒米としての評価定着が図られる。 

 

 ３ 適用範囲 

  会津地域平坦の「五百万石」栽培地 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1) 基肥量は「五百万石」並から「ひとめぼれ」の間を目安とする。 

(2) 減数分裂期の追肥は、未熟粒、玄米蛋白質含有量が増加するため極力行わない。 

(3) ライスグレーダーの網目は2.0mmを使用する。  

 

Ⅱ 具体的データ等 

 



Ⅲ その他 
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